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保障法理の構築に向けて』明石書店，2001年。
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で就労する 16歳から 69歳の肉体労働者および年収 160ポンドに満たない者が対象とされ
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製鉄，製材の 7業種の労働者が対象とされた。拠出の構成は労働者 2と 1/2ペンス，使用
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